
５月 くすのみ便り           社会福祉法人 くすのみ福祉会 

          令和８年 ４月 ３０日 発行              ひらまつの杜 

～こどもの日を前に～ おとなもみんな昔はこどもでした。 

人生を幸せな状態・ウェルビーイングで過ごすために特に大切な時期それが「はじ

めの１００か月」妊娠期から小学１年生までの１００か月のことです。人生の１番初

めのこの時期。全てのこどもが等しく育つことができるように大切にしたい考え方を

「こども家庭庁」がまとめました。「はじめの１００か月」の育ちの５つのビジョンです。 

１， こどもの権利と尊厳を守る。 

全てのこどもに権利があります。こども 1人ひとりの思いや願いを大切にしてい

きます。 

２．「安心と挑戦の循環」を通してこどものウェルビーイングを高める。 

  こどもは愛着による安心を土台にして、遊びと体験による挑戦を繰り返しながら 

  成長していきます。 

３．「こどもの誕生前」から切れ目なく育ちを支える。 

  こどもの成長に応じた環境の変化が育ちの「切れ目」を生まないように、全ての

関係者が連携して育ちを支えることが重要です。 

４．保護者・養育者のウェルビーイングと成長の支援を応援する。 

  こどもに最も近い存在の保護者・養育者がこどもとともに育つことができるように

様々な人や機会で支えていきます。 

５．こどもの育ちを支える環境や社会の厚みを増す。 

  こどもや子育てに直接関わりがある人もない人も、全ての人がこどもの育ちに大

切な役割を担っています。 

「はじめの１００か月育ちのビジョン」を実現したいと願っています。 

「はじめの１００か月」は生涯の幸せを育てます。こどもたちが色々な人に暖かく 

見守られ、様々なモノに出会いながら育っていく「こどもまんなか社会」そんな社会 

で育ったこどもたちもやがて「こどもまんなか社会」をつくる大人になっていきます。 

みんなで大切に！  ―こども家庭庁・「はじめの１００か月」育ちのビジョンよりー 

園長  日髙 節子 

        

なかむら なぎ さん    １さいになります 

   すべり台が好きで、階段をのぼってスーパーマンのようにすべっています。 

             さいとう りく さん     １さいになります 

   お姉ちゃんのことが大好きでいつもお姉ちゃんに抱きついています。 

            たのうえ ぜんや さん   ２さいになります 

   お散歩に行くと昆虫に興味深々。じっくり観察しています。 

            ひだか めいあ さん    ３さいになります 

   お話が上手でたくさんお話してくれます。おままごとが好きです。 

            うみの そうた さん     ４さいになります 

   車の玩具が好きです。ブロックを組み立てる事が上手です。 

            ふゆべ あらた さん    ６さいになります 

   創作意欲があり、発想力にいつも驚かされます。制作上手です。 

            ふゆべ りゅうた さん    ６さいになります 

   制作大好き。これを作ろうと思ったものをすぐに形にしています。 

            うがわ ここね さん     ６さいになります 

   年下の子への言葉かけが優しく、みんなが寄ってきています。 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ５月 行事予定 

１ 金 神社参拝  17 日  

２ 土  18 月 個人面談週間 

３ 祝 🎌憲法記念日 19 火  

４ 祝 🎌みどりの日 20 水  

５ 祝 🎌こどもの日 21 木  

６ 祝 🎌振替休日 22 金  おべんとうの日 

７ 木  23 土  

８ 金 制度部会 24 日   

９  土 親子レクリエーション 25 月 英会話  職員会 

10 日  26 火 サッカー 

11 月 英会話 27 水 施設長会 

12 火 サッカー 28 木 避難訓練 

13 水 誕生会 29 金 園内研修 

14 木  30 土  

15 金 神社参拝  31 日  

16 土     

ひらまつの杜 法人理念  「鎮守の森を保育の庭に」 

 ・四季折々の豊かな自然がある環境の中で自然と共に生きる気持ちを大切

に感じる心を育むこと 

 保育理念 「つなぐ」 過去・現在・未来を 

 ・ひとりひとり自分らしさを十分に発揮し、自らの夢や希望を大切にし、希望

をもって夢を実現できる社会を共に創造していく 

 

 

〇あたらしい職員 

        保育士・栄養士     中島  綾子  

               よろしくお願いします 

〇こいのぼり 

 生命力の強い鯉のように「元気に大きく育ってほしい」と願

いを込めて、こいのぼりをあげました。玄関には子どもたちの

笑顔をのせた大きなこいのぼり、テラスには、子どもたち一

人一人が思いを込めて制作したこいのぼりが、青空の下、

元気泳いでいます。 

〇さつまいも 

 園の畑に畝を作り、紅はるかの苗を１００本植えました。マル

チに等間隔で穴を開け、子どもたちがそっと斜めに苗を入

れ、「大きくなぁれ！」と言いながら、土のお布団を被せまし

た。全園児で１００本の苗を植え終えました。植えた日が雨上

がりで、裸足で畑に出ている子どもたちは、土の感触がひんや

りしていて気持ちよかった様です。雨や暑さに負けず、立派に

成長してくれることを願っています。 

〇もうすぐ 

 園の梅の木に、たくさん実をついています。まだまだ小さい梅

ですが、子どもたちは木を見上げ、「まだ梅取らない？」「もう少し

大きくなってからだね」と梅の収穫時期と梅ジュースを 

飲むことを今か今かと楽しみにしている様です。 

 

〇たまねぎ 

 お散歩に出かけると、畑にいた地域の方に玉ねぎをいただき

ました。園に持ち帰り、匂いを嗅いだり、玉ねぎさんをどんな料

理に変身させることができるのかを子どもたちで話し合いまし

た。様々な料理名が挙がり、給食の先生と相談し、「オニオンリ

ングフライ」を作ってもらいました。野菜が苦手な子も「甘い！」

と言いながら食べていました。地域の方の優しさに感謝です。 

〇観察力 

 子どもたちの観察力は素晴らしいもので、昆虫を見つける

とすぐに図鑑を開き、「これは〇〇の幼虫だ！」とみんなに

教えてくれます。まだ図鑑で調べることのできないクラスは、

近くで見ることで、昆虫の生体を知っていくのでしょうね。子

どもたちは、何を聞いても教えてくれる昆虫博士です！ 


